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外科領域 にお け るCefoxitlnの 臨床 効果

山本泰寛 ・古原 清 ・志村秀彦

福岡大学医学部第一外科学教室

Cefoxitinは,米 国Merck Sharp & Dohme Research

Laboratoriesで,1972年 に 開発 され 発 表 され た 新 し い

抗生物質 であ るが,化 学 構造 上 セ ファ ロス ポ ラ ン酸 の7

位に,メ トキ シ基 を もつ こ とで,従 来 の セ フ ァ ロス ポ リ

ンC系 と異 な り,セ フ ァマ イ シ ン 系 の 新 抗 生 物 質 で あ

る。つ ぎの よ うな構 造 式 を もって い る1)(Fig.1)。

Fig. 1 Structure and formula

Cefoxitinの 特徴は,cephem環7α-位 に,メ トキシ

基をもつため,他 に類をみない強い β-lactamase抵 抗

性をもつことであり,抗 菌スベク トラ ムは著 しく拡大

し,他 剤耐性のE.coliな ど,さ らにSerratia,イ ン ド

ール陽性Proteus ,Bacteroides fragilisな どにも感受

性を示す。しかし,セ ファロスポ リン系抗生剤と同様,

Pseudomonas, Enterococcusに は無効 とされている2)3)4)。

欧米諸国等では,す でにその有効性 と安全性について検

討され,有 用性が高く評価されている。本邦 に お い て

も,各 種動物による急性毒性,亜 急性,慢 性毒性,催 奇

型性,腎 毒性,一 般薬理試験が行われ,き わめて高い安

全性とともに,臨 床における本剤の有用性が期待されて

きた5)。今回,我 々は外科領域の感染症に対するCefo-

xitinの臨床効果を検討する機会をえたので,そ の臨床

成績の概要を報告する。

I.対 象

昭和51年8月 から,昭 和52年5月 までの間に,福 岡大

学病院第一外科に入院し,術 後に感染性合併症を起 した

16症例を投与対象とした。男11例 女5例 であり,そ の年

齢は33歳から72歳までであった(Table1)。

対象となった術後感染症はTable2に 示す とお りで

ある。

IL投 与 方 法

1回量1.09を1日4回 または2回(朝 夕),1回 量2.0

9を1日2回(朝 夕)点 滴静注または静注により投与し

た。投与期間は3日 間から21日 間であったが,4症 例を

除 く大部分の症例が1週 間以内であった。

m.使 用 成 績

効果の判定は下記の基準によった。

著効(Excellent):自 覚的所見の消失,他 覚的所見の

正常化,推 定起炎菌の陰性化などで,5日 以内に治癒 し

たもの。

有効(Good):上 記3項 目中,1項 目でも改善された

場合で,5日 以内に臨床症状がとれたもの。

無効(Poor):5日 以上改善が 見られずむ しろ増悪 し

た場合。

以上の分類 より,治 療効果は,著 効5例,有 効8例,

無効3例 であ り,有 効率81%で あった。

細菌は膿汁,胆 汁,尿 および喀痰より検索し起炎菌と

思われる臨床分離株は,10種 類,17株 であった。

また,細 菌学的な効果をTable4に 示す。

Proteus mirabilis,Micrococcus,Bacteroidesが 菌交

代を来 し,Enterobacterは3株 中2株 が無効であった。

各菌株の感受性はTable1に 示すとお りであった。

GOT,GPTの 使用前後の動 きを見るとむ しろGOT,

GPTと もに基礎疾患の治癒のために低下 した症例がほ

とんどであ り,正 常範囲内のものが,投 与後異常に高い

値をしめ した症例はなかった(Fig.2)。

また,白 血球(WBC)は2症 例において増加 し,い ず

れも臨床効果が無効の症例であった。

BUNに ついては,異 常に上 昇 した 症例が1例 あっ

た。この症例(症 例16)は,癌 性腹膜炎を続発 し,尿 量

が減少し,ク レアチニンが上昇 した症例であ り,Cefひ

xitinの 投与の影響とは考えがたい。

その他発疹出現などのアレルギー反応,胃 腸症状など

の副作用と思われるものは見 られなかった。

IV.考 案

Cefoxitin(CFX)を 術後に合併 した重症感染症16例

に,1日2.0～40gを3日 ～21日 間(平 均7日 間前後)

使用し,臨 床症状が改善され解熱,白 血球減少,濃 汁減

少および細菌の消失を見るなど,ほ ぼ満足すべき結果を

得た。しかし無効例 としては,肛 門周辺部の皮膚癌の膿

瘍化した症例,回 盲部癌で癌性腹膜炎による腎盂炎併発

症例および,胆 のう癌の肝への浸潤による胆管炎続発症

例の3症 例であった。これはいずれも進行癌に合併 した
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Table 1 Clinical results and laboratory
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findings before and after CFX treatment

(To be continued)
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Table 1 (continued)
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Fig. 2 Laboratory findings before and after CFX administration
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Table 2 Clinical diagnosis

Table 3 Clinical result of CFX

administration

Table 4 Bacteriological outcome of CFX treatment

感染症であ り,宿 主側,細 菌側および外科的処置に問題

があったものと思われる。 したがって,こ れら症例に対

しては,耐 性菌に対しさらに感受性のある他の抗生剤を

併用すると同時に,全 身的療法として低蛋白血症,貧 血

の改善,免 疫療法,お よび,局 所療法 として,掻 把,洗

滌などの治療を併せ行うことが必要であった と思 わ れ

る。また本剤の使用期間を通して,何 らの副作用 も見ら

れなかったことは特記すべきであろう。

結 語

化学構造上の新規性からcephamydn系 抗生剤 として

最初のものであるCefoxitinを,外 科領域の術後感染症

16例 に使用し,著 効5例,有 効8例,無 効3例 の成績を

得た。有効率は81%で あ った。副作用は全症例に認めら

れなかった。
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A CLINICAL STUDY ON CEFOXITIN IN THE SURGICAL FIELD

YASUHIRO YAMAMOTO, KIYOSHI KOHARA and HIDISHIKO SHIMURA
First Department of Surgery, Faculty of Medicine, Fukuoka University

Cefoxitin (CFX) is a new semisynthetic cephamycin (a new class of cephalosporin-like antibiotics) with
activity against both Gram•positive and Gram-negative bacteria. Cefoxitin was administered to 16
patients with surgical infections in the field of surgery, and the results were excellent in 5 cases, good in
8, and poor in 3 and the effectiveness rate was 81%. No side effects were observed.


